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2010.04.29 原田作成 

つくば市民白書 2012 実行委員会 
第 1 回会合レジュメ 

 
日時：2010 年 4 月 29 日(木祝日)13:00-17:00(予定) 
場所：春日木公民館 
議題： 
（１）準備会からの経過報告と提案 

（２）自己紹介と協議 

（３）スケジュールの作成 

（４）その他 
 
（１）報告 
①経過報告 
①2008 年白書の経過 
2007 年 
6月10日 新しいつくばを創る市民の会が呼び

かけ文作成 
9 月 9 日 第 1 回実行委員会 
12 月 24 日 ML 開設 
 
2008 年 
1 月 26 日 原稿依頼開始 
7 月 2 日 原稿入稿 
7 月 15 日 完成（1000 部） 
7 月 18 日 記者発表 
7 月 27 日 出版記念の集い 
8 月 8 日 増刷注文（500 部：8 月 20 日増刷）

11 月 30 日 第 16 回実行委員会（解散） 

②2012 白書準備会の経過 

2009 年 
01.31 準備会打合せ 

    (05.31 に準備会を開催する) 

02.08 合評会 

03.01 2008 実行委員会 ML 閉鎖、 

    準備会 ML 開設 

05.30 つくば市民白書準備会第1回会合

12.19 第 2 回会合 

 

2010 年 

01.30 第 3回会合 

02.28 第 4 回会合 

03.28 第 5 回会合 

 
②会計報告 
2008 白書実行委員会会計（2009.12.24 整理） 

  収入    支出   総合計 

  売上げ 647,870   印刷支払い 546,000   

  借入金 170,000   デザイン費 30,000   

  出版の集い 17,000   借入金返済 170,000   

  合評会 3,000   編集費(未払い分) 26,896   

  カンパ 2,420   合評会(交通費) 7,000   

      通信費 8,490   

      メール便 3,890   

      出版の集い 12,168   

      コピー 3,123   

      送料 400   

      消耗品 1,971   

      雑費 1,750   

              

  合計 840,290     811,688 28,602 
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（注）2008 白書実行委員会は 2008 年 11 月 30 日の第 16 回実行委員会で解散したが、2008
白書に関する会計は在庫管理のため準備会から独立して運用されている。 
 
2012 白書準備会会計(2010.04.29 整理) 
収入：20，575 円（立て替え） 
支出：20，575 円（実行委員募集、はがき、切手、封筒） 
 
（注）このほかレンタルサーバ（ホームページ、メーリングリスト）料金（5000 円/年）が

ある。 
 
③実行委員募集状況 
（宣伝） 
・案内の送付など：2008 実行委員及び執筆者名簿、NPO 一覧そのほかの名簿を用いて 43
個人、131 団体に案内を送付した。そのほか電話、メール、fax、口頭で連絡を行った。 
・マスコミ：学園都市記者会に情報を提供した。 
・城陽リビングに 4.29 実行委員会案内を掲載した。 
・公民館など 13 箇所にポスターを貼り、ちらしを置いた。 
 
（結果） 
はがき 6 通、電話 1 件 
大庭英雄 知的社会システム研究開発機構 川中祐史 学研労協事務局長 
矢作榮一 市民環境会議 塚本宏幸 土浦民主商工会 
亀山大二郎 市井ランダム倶楽部 鈴木太美雄 
樋田幸夫 新しいつくばを創る市民の会 
 
④呼びかけ文の内容 
 つくば市民白書 2008 は大きな反響を呼んだ。実行委員有志による「つくば市民白書準備

会」が次の白書を発行のため、広く市民に呼びかけて新たに実行委員会を発足させること

にした。 
 
（白書の目的） 
つくばの市政と暮らしの現状・問題点・今後の課題などを市民目線で捉え、討議を行い、

冊子にまとめて多くの市民に知らせること。 
 
（白書の内容） 
つくば市の財政、行政運営、医療・福祉、教育、文化、環境、商工業、農業など、市民の

立場から調査分析し、報告・解説・意見・提言としてまとめる。 
 
（実行体制） 
実行委員会が以下の作業を行う。 
編集方針の決定。検討項目、調査・執筆担当者の選定。執筆者の選定。執筆者と協議を行

いながら原稿の作成、編集等を行う。 
 
（スケジュール） 
2012 年 4 月末に完成予定。この間に関連する学習会や講演会、見学会などを行う。 
 
（２）検討すべき事項（準備会からの提起） 
①責任体制 
・実行委員長、事務局長の選任 
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・実行委員会の権限、意志決定方法、専門チーム（編集委員会）の設置など 
・出版内容に対する責任 
 
②財政 
（参考）2008 白書では、最終的に収支はほぼバランスがとれたが、最初に 17 万円の借入

を行い、実行委員会費はなかった。イベント等はそのつど実費を集めた。 
 
③当面のスケジュール 
実行委員会は原則月 1 回とし、当面 2011 年 4 月に白書 2012 の企画を完成させることを目

標に、白書のイメージの確立と調査研究、報告などを行う。 
 
――――――――――――――――――――――――――――――― 

つくば市民白書準備会第５回会合記録 
日時：2010 年 3 月 28 日(日)16:00-18:15 
場所：手代木公民館 
出席者：河村、野崎、横井、矢澤、野口、山本、原田 
欠席：亀山、樋田、矢作、岡野、遠藤 
議題： 
（報告事項） 
（１）経過報告 
3 月 28 日、実行委員呼びかけ文が完成し、125 通投函した。郵送費 20,575 円(原田立替) 

 

（２）その他 
白書 2008 の PDF 化は遅れている。第 1回実行委員会までに HP に掲示したい。 

 
（協議事項） 
（１）実行委員の募集について 
①実行委員募集名簿の整理と送付 

事務局で、2008実行委員及び執筆者名簿より43個人、NPO一覧などから団体131を抽出し、

125 通を投函した。残りは手渡し、fax、メールで行う。 

②マスコミ、ミニコミ、ホームページ 

マスコミ(記者クラブへ連絡)、ミニコミ(常陽リビング)、ホームページ掲載は原田が行う。 

③公民館など 

その他、各自に実行委員になってもらいたい人に話をする。議員、政党等で制限はしない。 

 

（２）第 1 回実行委員会について 
①日時場所 

第 1回実行委員会は 4月 29 日（木、祝日）、13:00-17:00、春日公民館で開催する。 

②実行委員会の性格 

白書作成は 2008 年版より継承しているが、新しい実行委員会で体制、方針など新たに協議

し決定する。 

③プログラム 

準備会からの経過報告と提案、自己紹介、課題の整理（ブレインストーミング）、スケジュ

ール確認 

④課題 

組織、財政、活動の内容とスケジュール 

 

（３）次回 

準備会は今回で終了し、次回は 4月 29 日（木）第 1回実行委員会とする。    （以上） 


